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１．研究計画の概要 
 本研究は、交通効率を向上するために走行
中の車両相互がアクティブ型通信により、各
車両の行動を事前に伝達することで合意を
形成し、より安全性の高い運転支援を行うも
のであり、アクティブ型通信方式の研究、合
意形成アルゴリズム、合意形成の評価ツール
の実現などの研究を中心に行うものである。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)アクティブ型通信方式については、多帯域
チャネル予約プロトコルの設計を行い、その
評価に基づいて改良と実装による評価を進
めている。 
(2)合意形成アルゴリズムについては、各種の
車両行動として交差点の優先規則、追い越し、
追従走行、隊列走行などに関して合意するべ
き内容をシミュレーションにより評価を進
めている。 
(3)合意形成の評価ツールに関しては、複数の
ラジコンカーをコンピュータ制御により各
種交通環境における評価プラットフォーム
を開発し、またネットワークシミュレータと
マルチエージェントシミュレータの統合化
に向けた検討を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
上記の①アクティブ型通信方式の研究、②合
意形成アルゴリズムの研究についてはほぼ
予定通り進んでおり、また③合意形成の評価
ツールに関しては評価プラットフォームを
構築でき、各種の交通緩急に今後適用する予
定である。シミュレータの統合化に関しては
市販シミュレータをベースとしているため

情報交換のためのインタフェースの整合性
の検討が残されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
①アクティブ型通信方式に関してはマルチ
ホップ通信への展開とグループ通信の管理
手法を、②合意形成アルゴリズムに関しては
各種の交通環境への適用と評価を、③合意形
成ツールに関してはシミュレータ統合化に
向けたインタフェースの整合性の検討など
をさらに進めることが必要である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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